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抄　録
動 物 介 在 療 法（Animal-Assisted Therapy: AAT）

をリハビリテーションに活用した研究報告から，医療
機関内の患者や福祉施設，地域の利用者に身体機能や
心理に好影響をもたらすことが示されつつある。作業
療法と AAT を組み合わせた研究では，身体機能や心
理機能に一定の効果が得られていた。また，AAT が
糖尿病患者の運動療法，精神障害者の心理的治療に有
効であることが報告されていた。

作業療法士が AAT を用いるとき，患者の心身機能
や日常生活状況を評価したうえで動物を介在させ，さ
らに患者に直接的に関わっている。AAT の治療者は
動物の管理のみならず，患者の病状や治療過程に精通
していることが求められる。患者から引き出したい医
学的，社会的に望ましい行動に動物が作用して治療応
用するために，さらなる検証が期待される。
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緒　言
作業療法は「身体又は精神に障害のある者に対し，

主としてその応用的動作能力又は社会適応能力の回復
を図るため，手芸，工作その他の作業を行わせる（理
学療法士法及び作業療法士法，1966 年）」。職能団体
の定義では「身体又は精神に障害のある者，又はそれ
が予測される者に対し，その主体的な生活の獲得を図
るため，諸機能の回復，維持及び開発を促す作業活動
を用いて，治療，指導を行うこと」が作業療法とされ
ている（日本作業療法協会，1985 年）。

作業療法士が用いる「作業活動」とは，日常生活の
動作はじめ，仕事や遊びなど人間の生活全般に関わる
諸活動を指している。即ち，作業療法士は「作業活
動」を治療や援助の手段として，患者の病態にあわせ
て用いている。それでは，作業療法士がある患者に動
物のかかわる活動を適用したなら，作業療法士が動物
介在療法（Animal-Assisted Therapy: AAT）の一部

を利用したと判断できるだろうか。
動物介在療法をリハビリテーションに活用した研究

報告から，医療機関内の患者や福祉施設，地域の利用
者に身体機能や心理に好影響をもたらすことが示され
つつある。すでに作業療法士が動物を治療に介在させ
て行うことは珍しいことではない（Zisselman et al., 
1996., Fick, 1993）。患者の治療に動物を介在させて
もあまり効果が得られないこともある（Niksa，
2007）。それでも AAT が普及しているのは，患者の
容体に対する動物介在療法の効能が検証されてきたこ
とが理由の一つだ。また，動物そのものの行動特性の
理解やコントロールの技能，リスク管理が徹底されて
きたことが，AAT の臨床応用を推進していると考え
られる。

AATによる身体への効能
AAT が身体機能の改善に役立つことが報告されて

いる（Table 1）。特に，糖尿病の改善に AAT は有効
である。Hosaka ら（2010）は 24 名の 2 型糖尿病患
者（年齢 43 ～ 75 歳）に乗馬運動機器を用いて 30 分
の機能訓練を週 7 回，3 ヵ月間行わせた。その結果，
機械式乗馬療法を行った群は血清免疫反応性インスリ
ン分泌が減少し，安静時代謝量が増加して糖尿病に効
果があったことを報告した。Kubota ら（2006）は高
齢糖尿病患者に機械式乗馬療法を 30 分，3 ヵ月間行
わせ，患者の耐糖能が増加したことを報告した。糖尿
病患者は継続した有酸素運動によって糖代謝を行う必
要がある。乗馬療法は膝関節変形症をもつ高齢者に
とっても歩行による膝関節への負担が少なく，有酸素
運動を継続できる点で優れている。

AAT が鎮痛剤の服用回数を減少させたという報告
がある。Lust ら（2007）は 58 名の施設に居住する
精神病患者に訓練認定を受けたセラピードッグを用い
て介入した。その結果，精神病薬と鎮痛剤を使用する
回数が減少した。セラピードッグ介在療法によって精
神病薬の服薬量を減少させられることは医療費の抑制
につながるかもしれない。また，AAT が鎮痛剤の代
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替として体性痛の抑制に有効であるなら，薬剤師や看
護師は患者の支援に AAT を用いるための医療連携を
進めるべきだろう。

Counsell ら（1997）は入院中の脊髄損傷患者のリ
ハビリテーションに犬を用い，患者が犬を愛護的にケ
アするプログラムを行わせ，ストレスの軽減と自尊心
の向上に役立つことを報告した。Roberto ら（2002）
は脊髄損傷患者の身体活動量が犬と共に過ごすことで
増大することを示した。AAT が患者の身体活動量を
高める背景に，心理的効果を含有していることが示唆

される。

心理的効果とリハビリテーション
AAT の心理的効果は精神障害者への適用で検証さ

れている（Table 2）。AAT が精神障害患者の治療に
奏効する証拠として前頭葉の活動が高まることが示さ
れている。Iwahashi ら（2010）は 2 名の抗精神病薬
で治療を受けている感情障害患者にデイケアプログラ
ムの中で AAT を実施し，治療中の前頭葉賦活が見ら
れたことを報告した。気分障害患者では言語・認知機

Table 1　Eff ectiveness of Animal Assisted Therapy for Physical Functions

Table 2　Eff ect to Psychological State in  Animal Assisted Therapy
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能を発揮している際の前頭葉の活動が健常者に比べて
有意に低いことが知られている（Matsuo，2002）。動
物を介在させることで局所脳機能が活性化すること
は，AAT が患者自身の活動に影響を与える証拠であ
る。

統合失調症患者にもみられる無快楽症の治療に
AAT を用いると，快楽表現が増え，余暇活動量が増
すか余暇を楽しむ動機が得られる傾向がみられる

（Nathans-Barel et al. 2005）。入院中の統合失調症患
者に AAT を 2 ヵ月間実施すると，対照群と比べて実
施群では自尊心が高まり，精神症状の軽減したことを
台 湾 の 研 究 者 ら が 報 告 し た（Chu, et al., 2009）。
Kovacs ら（2004）は 9 ヵ月間，7 人の統合失調症患
者に AAT を実施し，生活技能が改善したことを報告
した。Barak ら（2001）の研究では高齢の統合失調
患者（平均年齢 80 歳）に 12 ヵ月間，週 4 時間の
AAT を実施したところ，日常生活活動と社会活動の
参加に改善が認められた。AAT は精神障害者の心理
社会的リハビリテーションに貢献することが期待でき
る。

高次脳機能への効果
左大脳損傷による失語症患者 3 名に伝統的な言語

療法と AAT の治療効果を確認すると，言語機能は双
方の治療成績比較で差はなかったが，言語療法に比べ
て AAT のほうが治療の意欲が高く，セッション中に
ストレスが低減して楽しむことができていたことが報
告されている（Macauley，2006）。シングルケースで
あるが，失語症患者の言語と非言語コミュニケーショ
ンに犬介在療法が有効であるという報告がある

（LaFrance et al., 2007）。犬と人とのコミュニケー
ションが高次脳機能の発現である言語表現や感情表現
の訓練に役立つことは理解しやすい。

ナーシングホームに住む認知症者に犬を介した

AAT を実施した研究では，犬との接触方法が検証さ
れた。Marx らは施設で生活している認知症患者 56
名に実際の犬，ロボット犬，子犬のビデオ，犬のおも
ちゃに接触させて，それらと関わる時間と認知機能の
変化を調査した（Marx et al., 2009）。その結果，認知
症患者は子犬のビデオに注意を向ける時間が長く，次
いで実際の犬，犬のおもちゃの順であった。この報告
では，実際の犬が小型犬のとき，患者が対応する時間
は最も短かった。認知症患者の注意集中や注意分配機
能と小型犬の行動が適合しなかった可能性がある。他
方，日本で開発されたロボット犬を認知症患者に使用
させると実際の犬か子どもをかわいがるように接し，
コミュニケーション量が増えるという報告もある

（Tamura et al., 2004）。
患者の認知機能を高めるためには，動物の行動が患

者の認知機能や行動特性と適合しなければ難しい。運
動性失語症のように患者が発語できないときや，感覚
性失語のように言語聴覚理解が障害されているとき
は，動物と人の非言語性コミュニケーションが訓練に
役立つ可能性がある。AAT の高次脳機能への作用に
ついては研究論文が少ない分野であるため，更なる検
証が求められる（Table 3）。

作業療法で用いられる動物介在療法
医学中央雑誌に掲載された研究報告を調査すると，

1983 年から 2010 年までに「動物介在療法」と「作
業療法」をキーワードにした論文は 28 件あった（原
著 1 件，総説 11 件，会議録 16 件）。Pub Med に掲載
された論文は 25 件あった。「Animal Assisted Thera-
py（AAT）」に関連した論文は Pub Med 掲載数 1000
件を超えている。

作業療法と AAT を組み合わせた研究では，身体機
能や心理機能に一定の効果が得られている（Table 4）。
Wuang（2010）らが実施した 20 週間の乗馬運動機器

Table 3　Eff ect to Virbal Activation and Cognitive Function in Animal Assisted Therapy
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を用いた運動発達訓練プログラムでは，作業療法と機
械式乗馬療法を組み合わせた介入により自閉症児（6
歳から 8 歳）の運動機能と感覚統合機能を促進させ
た（Wuang et al., 2010）。

ナーシングホームで生活する人たちに犬を用いた介
入を行うと，会話量と社会的活動量が増えた（Fick，
1993）。作業療法単独と AAT の治療効果を比較した
結果はまだ報告されていないが，作業療法士が AAT
を介入手段として用いることの有効性はあるだろう。

ペットを用いた介入では高齢精神障害者の焦燥感を
伴う行動や日常生活状況に著明な改善を認めなかった
も の の， 女 性 患 者 に は 改 善 が 認 め ら れ て い る

（Zisselman et al., 1996）。動物と人の適合因子に性差
などの個人因子があげられる。作業療法士が AAT を
用いるとき，患者の心身機能や日常生活状況を評価し
たうえで動物を介在させ，さらに患者に直接的に関
わっている。AAT の治療者は動物の管理のみならず，
患者の病状や治療過程に精通していること必要だ。

結　語
動物介在療法が人の運動機能，心理機能，言語機能

などの改善をはじめ，薬理効果の増大にも作用してい
ることは多くの研究により明らかである。AAT の身
体機能や心理機能への作用メカニズムがさらに検証さ
れることを期待したい。

AAT は作業療法士にとって親和性の高い治療法で
ある。臨床現場で作業療法士が患者の活動に動物を用
いることは，高齢者，認知症，精神障害，発達障害，
緩和ケアなどの領域に，文献で確認できるよりはるか
に広く浸透している。しかし，動物の知識をほとんど
有しない作業療法士が AAT を行うことには危険があ

る。動物介在療法をリハビリテーションの現場でも利
用できるよう，専門職種間連携の仕組みや研修の機会
が望まれる。
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